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梗　

概

２
０
２
２
年
４
月
の
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ
た

少
年
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、２
年
近
く
が
経
つ
。
改
正
少
年
法
は
犯

罪
行
為
を
し
た
18
、19
歳
を
「
特
定
少
年
」
と
位
置
づ
け
、
家
庭
裁
判

所
か
ら
検
察
官
送
致
と
な
る
対
象
事
件
を
拡
大
し
た
り
、
起
訴
後
の
実

名
報
道
を
可
能
に
し
た
り
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
18
、19
歳
の
少
年
事
件

は
事
実
上
厳
罰
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。

一
方
で
、
少
年
法
の
目
的
は
少
年
の
健
全
育
成
で
あ
り
、
刑
罰
を
科

す
こ
と
よ
り
も
立
ち
直
り
に
向
け
た
配
慮
を
重
視
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
法
は
少
年
を
、
大
人
よ
り
も
精
神
的
に
柔
軟
で
あ
り
、
犯
罪
・
非
行

か
ら
更
生
し
社
会
復
帰
で
き
る
可
能
性
の
高
い
存
在
で
あ
る
と
み
な
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
少
年
法
の
理
念
と
、
近
年
の
少
年
法
改
正

や
そ
の
背
景
に
あ
る
厳
罰
化
志
向
の
世
論
は
、
相
反
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
双
方
の
間
で
犯
罪
・
非
行
少
年
の
捉
え
方
に
違
い
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で
は
、
人
々
が
少
年
に
対
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ

や
意
識
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

１
～
３
章
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
社
会
学
的
理
論
の
展
開
か
ら
、
②
市

民
の
立
場
か
ら
、
③
支
援
者
の
立
場
か
ら
見
た
犯
罪
・
非
行
少
年
観
に

つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
後
４
章
で
は
、
筆
者
が
所
属
す
る
更
生
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
」
の
活
動
に
際
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
も
と
に
、
少
年
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
わ
り
に
つ
い
て

分
析
す
る
。

本
論
文
の
結
び
は
、
日
本
の
針
路
と
し
て
、
少
年
の
立
ち
直
り
を
応

援
で
き
る
社
会
へ
の
転
向
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
年
が
犯
罪
や

非
行
か
ら
立
ち
直
る
た
め
に
は
、
少
年
個
人
の
反
省
と
償
い
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体
で
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
、
も
う
一
度
社
会
に
包
摂

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 

1
． 

社
会
学
的
理
論
の
展
開
か
ら
見
る
犯
罪
・
非
行
少

年
観

犯
罪
や
非
行
を
対
象
と
す
る
学
問
分
野
に
は
法
学
、
心
理
学
な
ど

様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
社
会
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

る
。
犯
罪
社
会
学
の
分
野
の
中
か
ら
、
今
日
の
研
究
に
も
多
く
の
影
響

を
与
え
て
い
る
、20
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
で
提
唱
さ
れ
た
理
論
を
整
理
す

る
。な

お
分
析
に
当
た
っ
て
、
矢
島
（
２
０
２
０
）1

の
枠
組
み
を
参
考
に

し
た
。

緊
張
理
論
・
ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論

①　

ア
ノ
ミ
ー
論

マ
ー
ト
ン
（M

erton, 1957

）
に
よ
る
と
、
犯
罪
と
は
、
い
く
ら
望
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ん
で
も
合
法
的
に
は
叶
え
ら
れ
な
い
文
化
的
目
標
を
、
非
合
法
な
手
段

に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る2

。
例
え
ば
、
下
流

階
層
の
人
々
が
富
の
獲
得
（
文
化
的
目
標
）
を
労
働
（
制
度
化
さ
れ
た

手
段
）
に
よ
っ
て
達
成
で
き
な
い
と
き
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
そ
れ
を

目
指
そ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
目
標
と
手
段
の
乖
離
を

埋
め
合
わ
せ
る
行
為
が
犯
罪
で
あ
る
。
そ
の
後
日
本
に
お
い
て
米
川

（
１
９
９
６
）
に
よ
る
学
歴
ア
ノ
ミ
ー
の
分
析3

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
低

階
層
や
貧
困
か
ら
低
学
歴
へ
と
論
じ
ら
れ
る
要
因
に
変
容
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、
こ
れ
ら
ア
ノ
ミ
ー
論
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
社
会
の
犠
牲

者
と
し
て
の
犯
罪
者
」
と
い
う
犯
罪
・
非
行
少
年
観
で
あ
る
。

②　

非
行
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
論

コ
ー
エ
ン
（C

ohen, 1955

）
の
提
唱
し
た
非
行
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

論4

は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
流
階
層
の
価
値
体
系
に
対
抗
す
る
文
化
と
し

て
の
、
非
行
集
団
に
特
有
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
形
成
と
伝
達
を
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。
下
流
階
層
の
非
行
少
年
た
ち
は
こ
の
対
抗
文
化
に
従

い
、
非
行
集
団
内
部
で
の
地
位
獲
得
の
た
め
に
犯
罪
に
走
る
と
主
張
す

る
。
こ
れ
は
文
化
と
社
会
構
造
と
の
関
係
を
分
析
す
る
点
で
ア
ノ
ミ
ー

論
と
関
連
す
る
。

③　

ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論

ベ
ッ
カ
ー
（B

ecker, 1973

）
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論5

で
は
、「
犯
罪

が
あ
る
か
ら
法
律
が
あ
る
」
と
い
う
既
存
の
学
問
権
威
に
対
立
し
、「
法

律
が
あ
る
か
ら
犯
罪
が
あ
る
」と
い
う
論
理
を
打
ち
立
て
た
。ベ
ッ
カ
ー

に
よ
る
と
、
社
会
集
団
は
、
こ
れ
を
犯
せ
ば
逸
脱
と
な
る
よ
う
な
規
則

を
も
う
け
、そ
れ
を
特
定
の
人
々
に
適
用
し
、彼
ら
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

の
ラ
ベ
ル
を
貼
る
こ
と
で
逸
脱
を
生
み
出
す
。
こ
こ
に
は
、
司
法
・
権

力
者
側
か
ら
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
「
ア
ン
ダ
ー
ド
ッ
グ
」
と
し
て
の

犯
罪
者
像
が
あ
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論

①　

ボ
ン
ド
理
論

ハ
ー
シ
（H

irschi, 1969

）
は
、「
な
ぜ
、
大
半
の
子
ど
も
た
ち
は

非
行
に
走
ら
な
い
の
か
」
を
説
明
す
る6

。
ボ
ン
ド
に
は
他
者
へ
の
愛

着
（attachm

ent

）、
目
標
達
成
の
た
め
に
個
人
が
積
み
重
ね
て
き
た

投
資
（com

m
itm

ent

）、
慣
習
的
活
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

（involvem
ent

）、規
範
や
道
徳
へ
の
信
念
（belief

）
の
四
つ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ボ
ン
ド
が
犯
罪
や
非
行
の
抑
止
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
ボ
ン
ド
の
統
制
力
が
弱
ま
っ
た
と
き
に
、
人
々
は
犯
罪
や

非
行
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

②　

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論

ハ
ー
シ
は
ゴ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ド
ソ
ン
と
の
共
著
（G

ottfredson, 
H

irschi, 1990) 
に
お
い
て
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論7

を
提
唱
す
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2
．
市
民
の
犯
罪
・
非
行
少
年
観

前
章
で
挙
げ
た
ハ
ー
シ
の
ボ
ン
ド
理
論
は
「
人
は
本
性
と
し
て
悪
で

あ
り
、
何
も
し
な
い
で
成
長
す
れ
ば
お
の
ず
と
犯
罪
者
に
な
る
」
と
い

う
前
提
、す
な
わ
ち
性
悪
説
に
立
っ
て
い
る⑴
。
ま
た
、コ
ー
エ
ン
と
フ
ェ

ル
ソ
ン
（C

ohen, F
elson, 1980

）
の
日
常
活
動
理
論8

や
ケ
リ
ン
グ

と
コ
ー
ル
ズ
（K

elling, Coles, 1996

）
に
よ
る
割
れ
窓
理
論9

に
代
表

さ
れ
る
環
境
犯
罪
学
は
、
誰
も
が
犯
罪
を
す
る
危
険
性
を
潜
在
的
に
持

つ
と
い
う
前
提
で
理
論
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
論
の
背
後
仮
説
と
し
て
の
性
悪
説
は
、
市
民
の
犯
罪
・

非
行
少
年
観
と
合
致
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。JG

SS-2018G

「
日
本

人
の
姿 

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
に
み
る
意
識
と
行
動
」10

に
は
、「
人
間
の
本
性
に
つ

い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
」
と
い
う
質
問
項
目
が

あ
る
。「
人
間
の
本
性
」
の
変
数
は
、
人
間
の
本
性
が
「
善
」・「
悪
」

７
段
階
の
ス
ケ
ー
ル
で
示
さ
れ
て
い
る
。分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
善
」

寄
り
の
３
つ
を
選
ん
だ
層
を
性
善
説
グ
ル
ー
プ
、
中
間
の
１
つ
を
中
間

的
グ
ル
ー
プ
、「
悪
」
寄
り
の
３
つ
を
性
悪
説
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。

２
０
１
８
年
の
調
査
に
お
い
て
、
性
善
説
グ
ル
ー
プ
は
46
・
8
％
、

中
間
的
グ
ル
ー
プ
は
34
・
7
％
、
性
悪
説
グ
ル
ー
プ
は
17
・
7
％
（
図

1
）
で
あ
り
、
性
悪
説
が
日
本
人
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
社
会
学
的
諸
理
論
と
市
民
の
犯
罪
・
非
行
少
年
の

る
。
こ
の
理
論
は
、
人
間
は
自
身
の
利
得
や
快
楽
を
追
求
す
る
存
在
で

あ
る
と
の
前
提
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力

が
低
く
、
十
分
に
統
制
で
き
な
か
っ
た
結
果
、
犯
罪
や
そ
れ
と
類
似
の

行
動
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
で

は
、ミ
ク
ロ
次
元
で
の
社
会
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小
括緊

張
理
論
（
ア
ノ
ミ
ー
論
、
非
行
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
）
や
ラ
ベ
リ

ン
グ
理
論
で
は
、
社
会
・
文
化
構
造
レ
ベ
ル
か
ら
見
た
全
体
社
会
や
個

人
の
外
部
の
要
因
の
理
論
化
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

理
論
（
ボ
ン
ド
理
論
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
）
で
は
、
個
人
レ

ベ
ル
か
ら
見
た
個
人
間
の
関
係
性
や
内
面
の
要
因
の
次
元
の
理
論
化
を

行
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
犯
罪
・
非
行
少
年
観
を
社
会
学
的
理
論
の
展
開
か
ら
概

観
す
る
と
、こ
の
2
つ
の
分
類
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は「
弱

い
少
年
像
」（
構
造
に
よ
っ
て
行
動
が
因
果
的
に
決
定
さ
れ
る
受
動
的

な
存
在
）、
後
者
は
「
強
い
少
年
像
」（
周
囲
の
環
境
か
ら
の
影
響
は
受

け
る
が
、
そ
の
上
で
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
行
動
を
決
定
す
る
自
律
的

存
在
）
に
基
づ
い
た
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
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捉
え
方
に
は
一
定
の
乖
離
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
市
民
は
犯
罪
・
非
行
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

市
民
の
犯
罪
・
非
行
少
年
と
の
関
わ
り

岡
邊
（
２
０
２
２
）
に
よ
る
と
、２
０
１
０
年
代
以
降
の
立
ち
直
り

支
援
の
た
め
の
中
心
的
な
場
は
地
域
社
会
に
設
定
さ
れ
て
い
る11

。
し

か
し
な
が
ら
、
地
域
市
民
の
更
生
保
護
に
対
す
る
意
識
は
必
ず
し
も
高

く
な
い
。

内
閣
府
世
論
調
査
（
２
０
１
５
）
に
よ
る
と
、「
犯
罪
を
し
た
人
の

立
ち
直
り
を
支
援
し
、
再
犯
を
防
止
す
る
更
生
保
護
活
動
に
協
力
し
た

い
気
持
ち
は
あ
る
か
」
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」
と
す
る
者
の
割
合

が
38
・
8
％
、「
な
い
」
と
す
る
者
の
割
合
が
53
・
8
％
と
な
っ
て
い

る12

（
図
2
）。

ま
た
翌
年
の
同
世
論
調
査
で
、「
あ
な
た
の
住
む
地
域
で
は
、
少
年

非
行
の
防
止
の
た
め
に
大
人
が
少
年
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
か
」
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
持
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
す
る
者
の
割
合

が
28
・
7
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が

31
・
9
％
、「
持
っ
て
い
な
い
と
思
う
」
と
す
る
者
の
割
合
が
34
・
2
％

と
な
っ
て
い
る13

（
図
3
）。

ま
た
「
少
年
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
、
特
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
の
は
ど
れ
か
」
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
家
庭
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が

図 1　「日本人の姿 JGSS にみる意識と行動」：人間観
出典：大阪商業大学 JGSS 研究センター, 2018,「JGSS-2018G」

図 2　更生保護への参画意識
出典：内閣府 , 2015, 基本的法制度に関する世論調査（平成 26 年 11 月調査）
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73
・
3
％
と
、
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
（
図
4
）。

世
論
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
更
生
保
護
に
参
加
し
た
い
と

思
う
人
は
多
く
な
く
、
実
際
に
立
ち
直
り
支
援
や
再
犯
防
止
活
動
を
含

む
少
年
と
の
関
わ
り
が
地
域
に
お
い
て
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、

行
わ
れ
て
い
て
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

少
年
非
行
防
止
の
役
割
は
地
域
社
会
で
は
な
く
家
庭
に
あ
る
と
の
認
識

が
非
常
に
高
い
と
理
解
で
き
る
。

少
年
犯
罪
の
増
加
・
凶
悪
化
の
認
知
と
厳
罰
化
の
世
論

地
域
に
お
け
る
犯
罪
・
非
行
少
年
へ
の
関
心
が
薄
い
一
方
で
、
こ
こ 

10
年
間
で
の
日
本
の
治
安
に
関
し
、「
悪
く
な
っ
た
と
思
う
」
と
回
答

し
た
人
は
全
体
の
67
・
1
％
を
占
め
て
い
る14

。
少
年
非
行
に
関
す
る
意

識
に
限
定
す
る
と
、２
０
１
５
年
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
閣
府
世
論

調
査
に
お
い
て
「
実
感
と
し
て
、
お
お
む
ね
５
年
前
と
比
べ
て
、
少
年

に
よ
る
重
大
な
事
件
が
増
え
て
い
る
と
思
う
か
」
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
増

え
て
い
る
」
と
す
る
者
の
割
合
が
78
・
6
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
と
答
え

た
者
の
割
合
が
16
・
8
％
、「
減
っ
て
い
る
」
と
す
る
者
の
割
合
が

2
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
少
年
犯
罪
の
増
加
・
凶
悪
化
の

認
識
を
背
景
に
、
少
年
法
の
適
用
年
齢
引
下
げ
に
つ
い
て
は
、
新
聞
各

社
が
行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
「
賛
成
」
が
「
反
対
」

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る15

。
こ
う
し
た
世
論
の
後
押
し

も
あ
り
、18
歳
、19
歳
の
少
年
を
「
特
定
少
年
」
と
位
置
づ
け
、
家
庭
裁

図 3　少年非行防止のための大人の少年への関わり
出典：内閣府, 2015, 少年非行に関する世論調査（平成 27 年 7 月調査）

図 4　
出典：内閣府, 2015, 少年非行に関する世論調査（平成 27 年 7 月調査）
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判
所
が
検
察
官
に
逆
送
す
る
対
象
を
拡
大
す
る
改
正
少
年
法
が

２
０
２
２
年
に
施
行
さ
れ
た
。

一
方
で
少
年
に
よ
る
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
は
、２
０
０
４
年
以
降
、２

０
２
１
年
ま
で
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
た
（
２
０
２
２
年
に
は
19
年
ぶ

り
に
前
年
比
2
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
）16

こ
と
か
ら
、
少
年
犯

罪
は
体
感
治
安
と
は
裏
腹
に
、
実
際
に
は
凶
悪
化
、
増
加
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

犯
罪
・
非
行
少
年
に
対
す
る
「
理
解
不
能
」
イ
メ
ー
ジ

１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
少
年
犯
罪
に
は
、
と

り
た
て
て
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
少
年
が
い
き
な
り
重
大
な
非

行
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
い
き
な
り
型
」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る17

。
そ
の
よ
う
な
動
機
の
不
明
確
性
を
背
景
と
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
報
道
の
中
で
は
少
年
犯
罪
者
の
「
心
」
が
焦
点
化
さ
れ18

、

そ
の
「
心
」
が
「
理
解
し
き
れ
な
い
も
の
」「
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
も
の
」

で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
言
葉
と
し
て
「
心
の
闇
」
と
い
う
表
現
が
多
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た19

。

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
不
安
の
高
ま
り
や
少
年
法
の
厳
罰
的
な
改
正
の

背
後
に
は
、「
子
ど
も
の
意
図
や
行
動
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
」
と
い
う
子
ど
も
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
た
。
あ
る
リ
ス
ク
が
理
解
し

や
す
い
も
の
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
は
リ
ス
ク
知
覚
の
高
低
を
左
右

す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る20

。
し
た
が
っ
て
、

犯
罪
・
非
行
少
年
に
つ
い
て
理
解
で
き
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

ほ
ど
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
彼
ら
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
犯
罪
・
非
行
の
リ
ス
ク
を
高
く
知
覚
し
、
不
安
を
感
じ
る21

。

小
括地

域
に
お
け
る
犯
罪
・
非
行
少
年
へ
の
関
わ
り
に
対
す
る
市
民
の
意

識
は
薄
く
、
特
に
年
長
少
年
に
関
し
て
は
保
護
す
る
よ
り
も
罰
す
る
べ

き
存
在
で
あ
る
と
の
認
識
が
強
い
。
ま
た
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報

じ
ら
れ
る
際
に
も
、
犯
罪
・
非
行
少
年
自
身
も
し
く
は
親
に
責
任
の
所

在
が
あ
る
と
の
語
り
口
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
れ
は
非
行
防
止
役

割
・
責
任
の
多
く
が
家
庭
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
の
世
論
調
査
の
結
果

と
も
一
致
す
る
。
令
和
5
年
版
犯
罪
白
書
で
は
、
非
行
少
年
の
生
育
環

境
等
を
踏
ま
え
た
処
遇
の
在
り
方
と
し
て「
修
学
支
援
」、「
就
労
支
援
」、

「
地
域
に
お
け
る
支
援
」、「
小
児
期
逆
境
体
験
を
考
慮
し
た
処
遇
」
の

4
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
メ
デ
ィ
ア
で
積
極
的
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
の
は
「
小
児
期
逆
境
体
験
」
に
分
類
さ
れ
る
親
か
ら
の
虐
待
な

ど
の
家
庭
環
境
が
主
で
、そ
の
ほ
か
に
関
し
て
は
あ
ま
り
目
に
し
な
い
。

彼
ら
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
「
社
会
の
犠
牲
者
」
と
し
て
同
情
的
に

描
か
れ
る
よ
り
も
、
加
害
者
と
し
て
批
判
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
我
々
と
は
異
な
る
「
理
解
で
き
な
い
存
在
」
と
し
て
、
そ

し
て
前
述
し
た
自
律
的
存
在
と
し
て
の
「
強
い
少
年
像
」
に
基
づ
く
犯

罪
・
非
行
少
年
観
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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3
．
現
場
の
支
援
者
の
犯
罪
・
非
行
少
年
観

非
行
や
犯
罪
を
し
た
少
年
に
携
わ
る
仕
事
は
、
法
務
教
官
、
保
護
観

察
官
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
な
ど
の
国
家
公
務
員
に
加
え
、
児
童
自
立

支
援
施
設
や
更
生
保
護
施
設
の
職
員
な
ど
、
様
々
な
人
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
る
。
彼
ら
は
少
年
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
の
3
領
域
に
分
け
て
論
じ
る
。

福
祉
の
対
象
と
し
て
の
犯
罪
・
非
行
少
年

非
行
少
年
や
犯
罪
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
公
的
な
働
き
か
け
の
中

で
、
近
年
特
に
強
調
さ
れ
る
の
は
福
祉
的
な
支
援
で
あ
る
。
衣
食
住
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、あ
る
い
は
そ
の
確
保
を
可
能
に
す
る
就
労
は
、

再
犯
や
再
非
行
の
リ
ス
ク
を
大
き
く
下
げ
る
。
非
行
や
犯
罪
を
す
る
人

の
う
ち
、福
祉
の
対
象
と
な
る
者
が
一
定
数
い
る
と
い
う
理
解
の
も
と
、

刑
罰
よ
り
も
福
祉
的
支
援
を
す
る
こ
と
で
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い

る
。
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
例
と
し

て
、
就
労
支
援
や
地
域
生
活
定
着
促
進
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る22

。
ま
た
、

少
年
院
へ
の
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
の
配
置
を
行
う
こ
と
で

専
門
的
な
知
識
を
活
か
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
福
祉
機
関
等
と
の
連
携

を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
公
的
な
支

援
者
に
よ
っ
て
、
犯
罪
・
非
行
少
年
が
福
祉
的
な
支
援
を
要
す
る
存
在

と
し
て
ま
な
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

医
療
の
対
象
と
し
て
の
犯
罪
・
非
行
少
年

コ
ン
ラ
ッ
ド
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（Conrad, Schneider, 1992

）
に

よ
る
と
、
児
童
・
青
年
の
教
育
・
犯
罪
現
象
に
お
い
て
「
逸
脱
の
医
療

化
」
が
起
き
て
い
る23

。
医
療
化
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
医
療
的
な
領
域

の
外
に
あ
っ
た
現
象
が
医
療
的
な
現
象
と
し
て
再
定
義
さ
れ
、
医
療
に

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
「
逸
脱
の
医
療
化
」
が
加
速
す
る

中
で
、
道
徳
的
な
問
題
、
刑
法
上
の
犯
罪
と
さ
れ
て
い
た
逸
脱
行
動
、

社
会
現
象
が
医
療
の
対
象
と
さ
れ
て
い
く
。
処
遇
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

も
、
医
療
少
年
院
を
は
じ
め
と
す
る
矯
正
施
設
が
医
療
的
な
視
点
に
配

慮
し
た
処
遇
や
教
育
を
再
体
系
化
し
、
組
織
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
報
告
し
て
い
る24

。

ま
た
、
学
校
現
場
で
接
す
る
逸
脱
・
非
行
行
動
に
対
し
て
、
職
員
か

ら
は
「
発
達
障
害
の
二
次
障
害
が
背
景
に
あ
る
場
合
、
通
常
の
生
徒
指

導
で
は
効
果
が
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
感
じ
る
」、「
家
庭
内

暴
力
な
ど
の
激
し
い
行
動
化
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
彼
ら
を
ど
う
理
解

す
る
べ
き
か
戸
惑
う
」
な
ど
の
疑
問
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る25

。

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
・
非
行
少
年
の
行
為
の
背
景
を
「
病
気
」
に
見

い
だ
し
、
医
療
的
対
応
を
行
う
動
き
が
あ
る
。
一
方
で
、
従
来
は
家
庭

の
し
つ
け
の
問
題
や
教
育
的
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
逸
脱
行
動
が
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「
病
気
」に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
現
場
の
困
難
も
存
在
す
る
。ま
た
、

あ
る
行
為
を
逸
脱
と
認
定
す
る
過
程
は
政
治
的
な
も
の
で
、
あ
る
状
態

を
「
病
気
」
と
定
義
す
る
こ
と
自
体
が
権
力
的
な
ふ
る
ま
い
に
属
す
る

と
の
主
張
も
あ
り
、
評
価
が
分
か
れ
て
い
る26

。

教
育
の
対
象
と
し
て
の
犯
罪
・
非
行
少
年

少
年
院
出
院
者
の
社
会
復
帰
に
お
け
る
更
生
保
護
施
設
の
役
割
を
め

ぐ
る
語
り
（
仲
野
、２
０
１
７
）
に
よ
る
と
、
更
生
保
護
施
設
職
員
は
、

社
会
復
帰
を
目
指
す
環
境
を
「
管
理
的
で
あ
る
（
＝
自
由
で
は
な
い
）

／
管
理
的
で
な
い
（
＝
自
由
で
あ
る
）」
と
い
う
二
文
法
で
は
な
く
、

段
階
的
な
調
整
が
必
要
な
場
と
し
て
捉
え
る
。
そ
の
上
で
「
更
生
／
立

ち
直
り
」
と
い
う
共
通
の
課
題
に
対
し
、
少
年
が
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
「
自
ら
『
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら
れ
』
る
主
体
へ
の
変
容
」
が
目

指
さ
れ
て
い
る27

。
こ
う
し
た
管
理
の
程
度
を
調
整
し
て
主
体
的
な
行

動
選
択
へ
と
導
く
過
程
は
、
教
育
を
更
生
に
つ
な
げ
ら
れ
る
少
年
の
可

塑
性
や
自
律
性
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

小
括貧

困
に
苦
し
み
医
療
的
配
慮
を
要
す
る
「
弱
い
少
年
像
」
が
念
頭
に

置
か
れ
つ
つ
も
、
教
育
に
よ
っ
て
自
律
的
に
行
動
選
択
を
行
い
、
立
ち

直
る
こ
と
が
期
待
・
要
請
さ
れ
る
「
強
い
少
年
像
」
あ
る
い
は
「
強
い

少
年
へ
の
変
化
可
能
性
」
が
処
遇
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。

筆
者
が
定
期
的
に
訪
れ
て
い
る
施
設
の
職
員
に
も
、
犯
罪
・
非
行
の

発
端
を
家
庭
環
境
や
交
友
関
係
に
認
め
つ
つ
も
、
少
年
本
人
の
課
題
を

見
つ
け
て
そ
れ
を
前
向
き
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ

る
。
支
援
者
は
、
少
年
の
「
弱
さ
」（
＝
恵
ま
れ
な
さ
）
を
十
分
に
認

識
し
な
が
ら
も
、
少
年
本
人
と
関
わ
る
際
に
は
「
強
さ
」（
＝
自
律
性
）

を
積
極
的
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
． 

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
犯
罪
・
非
行
少
年
の
関
わ
り

更
生
保
護
諸
活
動
は
、
国
の
機
関
だ
け
で
は
十
分
な
効
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
保
護
司
な
ど
の
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼

ば
れ
る
様
々
な
民
間
の
組
織
・
個
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し

諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。筆
者
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
」⑵

の
会
員
で
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
、
少
年
へ
の
学
習
補
助
や
社

会
参
加
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
協
力
を
通
じ
て
立
ち
直
り
や
自
立

を
支
援
す
る28

。

本
章
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
犯
罪
・
非
行
少
年
の
関
わ
り
に
つ
い

て
読
み
解
く
た
め
、
活
動
を
経
験
し
た
学
生
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
3
名
に
対
し

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
分
析
す
る
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
概
要

２
０
２
３
年
11
月
、
試
験
観
察
中
の
少

年
と
、
グ
ル
ー
プ
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
、
地
域
に
あ
る
施
設
の
清
掃
活
動
を

通
じ
て
交
流
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
家
庭
裁

判
所
の
手
続
（
調
査
・
審
判
）
の
中
で
的

確
な
処
遇
選
択
の
た
め
、
ま
た
教
育
的
指

導
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

参
加
者
は
少
年
2
人
（
中
学
生
と
高
校

生
の
男
子
少
年
が
1
人
ず
つ
）、
家
庭
裁

判
所
調
査
官
2
人
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
4
人（
筆

者
を
含
む
）、
少
年
友
の
会⑶
会
員
2
人
の
、

計
10
人
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
半
分
に
分

け
、5
人
ず
つ
の
2
班
編
制
に
て
活
動
を

行
っ
た
。

筆
者
を
除
く
3
人
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
は
い

ず
れ
も
活
動
歴
が
1
年
未
満
で
、
清
掃
活

動
に
初
め
て
参
加
す
る
学
生
会
員
で
あ

る
。（
図
5
）

活
動
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
質
問
項
目
は
①
「
少
年
と
話
し
て
み
て
、
ど
う
思
い
ま
し

た
か
」、
②
「
活
動
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」、
③
「
活
動
で
良

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
の
３
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
日
メ
ー
ル

に
て
④
自
由
記
述
で
の
感
想
を
募
っ
た
。
④
に
関
し
て
は
同
意
を
得
ら

れ
た
会
員
（
Ｂ
、
Ｃ
）
の
み
を
対
象
と
し
た
。

な
お
、
少
年
や
会
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
意
味
を
損
ね
な

い
範
囲
で
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
回
答
に
一
部
修
正
を
加
え
た
。

ま
た
、
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
意
味
の
補
足
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
し
、得
ら
れ
た
回
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
少
年
と
話
し
て
み
て
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

Ａ
： 

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
深
く
交
流
し
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

Ｂ
： 

少
年
の
将
来
の
夢
の
話
を
聞
き
、
自
ら
の
経
験
か
ら
人
を
支
え
る

仕
事
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
共
感
し
た
。人
を
動
か
し
た
い
、

成
功
し
た
い
と
い
う
考
え
方
や
向
上
心
に
触
れ
、刺
激
に
な
っ
た
。

Ｃ
： 
初
め
は
き
ち
ん
と
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
し
、

緊
張
し
て
い
た
け
れ
ど
、
優
し
く
て
素
直
で
、
熱
心
に
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
て
い
て
、
真
面
目
な
子
だ
と
思
っ
た
。

図 5　ボランティア活動に参加した BBS 会員

班 性別 年齢 職業 活動歴

A 1 男 20 代前半 学生 1 年未満（他の活動にも積極的に参加）

B 1 女 20 代前半 学生 1 年未満（他の活動への参加経験あり）

C 2 女 10 代後半 学生 1 年未満（少年と接するのは今回が初めて）
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②
活
動
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
： 
な
い
で
す
。

Ｂ
： 
（
少
年
の
）
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
。

Ｃ
： 

強
い
て
言
え
ば
、
共
通
の
趣
味
な
ど
が
な
い
と
き
に
何
の
話
を
振

れ
ば
良
い
か
（
わ
か
ら
な
か
っ
た
）。

③
活
動
で
良
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
： 

家
裁
調
査
官
と
少
年
と
の
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
れ
る

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

Ｂ
： 

同
年
代
と
し
て
支
援
し
て
あ
げ
て
い
る
と
い
う
上
か
ら
目
線
な
気

持
ち
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
お
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
： 

少
年
と
実
際
に
話
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

④
自
由
記
述
で
の
感
想

Ｂ
： 

清
掃
活
動
に
は
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
対
面

の
と
き
や
施
設
に
着
い
た
と
き
、「（
清
掃
活
動
）
い
や
っ
す
ね
」、

「
早
く
帰
り
た
い
っ
す
」
と
言
っ
て
い
た
た
め
、
少
し
不
安
に
思

い
な
が
ら
、
ど
う
や
っ
て
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設
の
方
や
友
の
会
の
方
の
お
話

を
相
槌
を
打
ち
な
が
ら
聞
い
て
い
て
、
社
交
性
が
高
い
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
い
ざ
清
掃
活
動
が
始
ま
る
と
、
清
掃
活
動
終
了
後
、

家
庭
裁
判
所
に
帰
る
途
中
の
道
で
も
ゴ
ミ
を
拾
う
ほ
ど
熱
心
に
取

り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
活
動
の
振
り
返
り
を
彼
自
身
の
言
葉

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
良
い
こ
と
を
す
る
の
は
面
倒
く
さ
い

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
や
っ
て
み
た
ら
楽
し
か
っ
た
」、「
良
い
こ

と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
彼
の
言
葉
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
良
い
こ
と
に
対
す
る
彼
の
意
志
の
変
化

を
活
動
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
将
来
の
話
に
な
り
、
自
分
の
将
来
は
ダ
メ
だ
と
呟
く
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
友
の
会
の
方
が
、
ま
だ
若
い
か
ら
何
と
で
も
な

る
と
諭
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
な
さ
っ
て
い
る
年

長
者
の
方
の
言
葉
は
き
っ
と
良
い
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
活
動
終
了
後
の
振
り
返
り
で
、
調
査
官
の
方
が
、
私

が
「
資
格
取
得
を
諦
め
か
け
て
い
る
」
と
言
っ
た
あ
た
り
か
ら
、

解
れ
て
き
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
模
範
的
で
い
な
け
れ
ば
と
初
め
の
方
は
気
負
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
の
活
動
で
も
、
健
全
な
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
は
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
自
然
体
で
い
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
で
す
。

Ｃ
： 

初
め
て
少
年
と
触
れ
合
う
と
い
う
こ
と
や
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ

り
と
て
も
緊
張
し
た
。
最
初
は
怖
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
少
年
の

興
味
の
あ
る
こ
と
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
応
援
し
た
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い
と
思
っ
た
。
少
年
が
時
々
暗
い
表
情
や
マ
イ
ナ
ス
な
発
言
を
見

せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
良
い
面
が
見
え
た
時
に
こ

の
活
動
の
意
義
を
実
感
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
の
前
だ

か
ら
こ
そ
話
せ
る
こ
と
も
あ
る
と
実
感
し
た
。
小
さ
な
発
言
も
見

逃
さ
ず
心
の
機
微
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
信
頼
関
係

を
築
く
上
で
支
援
を
し
て
〝
あ
げ
て
い
る
〟
と
い
う
上
か
ら
目
線

は
良
く
な
い
と
感
じ
た
。
偏
っ
た
視
野
や
考
え
方
に
対
し
色
々
な

視
点
を
提
供
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
で
な
く
自

分
も
少
年
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
た
。
1
回
の
交
流
で

少
年
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ご
み
拾

い
な
ど
小
さ
な
き
っ
か
け
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
視
点
を
提
供
す

る
こ
と
が
少
年
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
将
来
や
り
た
い

こ
と
に
繋
が
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

小
括3

人
と
も
初
め
て
の
参
加
で
あ
り
、
特
に
Ｃ
は
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
自
体
の

経
験
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
初
は
緊
張
や
不
安
を
抱
え
て
い
た
様

子
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
終
わ
っ
て
み
る
と
口
を
そ
ろ
え
て
「
参
加

し
て
良
か
っ
た
」
と
前
向
き
な
感
想
を
述
べ
て
く
れ
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
活
動
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
学
習
補
助
な
ど
は
中
長

期
に
わ
た
っ
て
少
年
と
会
員
の
交
流
が
続
く
が
、
こ
の
清
掃
活
動
は
基

本
的
に
1
回
き
り
の
交
流
で
あ
る
。
短
い
時
間
の
中
で
、学
校
の
こ
と
、

得
意
な
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
な
ど
、
特
に
何
も
決
め
ず
に
た
だ

話
す
。
Ｃ
も
言
及
し
て
い
る
と
お
り
、1
日
の
活
動
の
中
で
少
年
も
会

員
も
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
何

か
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
求
め
た
り
、
更
生
に
向
け
て
心
境
を

大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
り
は
し
な
い
。
裁
判
所
に
よ

る
教
育
的
措
置
の
一
環
と
は
い
え
、
過
度
に
「
立
ち
直
り
」
を
要
求
す

る
／
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
関
わ
り
や
、
そ
れ
ゆ
え
対
等
な
関
係
性
を
築

く
こ
と
の
で
き
る
点
が
こ
の
活
動
の
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
少
年
へ
の
向
き
合
い
方

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
り
、
ま
た
入
会
し
た

か
ら
と
い
っ
て
活
動
に
強
制
力
は
な
い
（
清
掃
活
動
の
場
合
、
筆
者
が

活
動
の
都
度
募
集
を
か
け
、
希
望
者
が
参
加
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て

い
る
）。
そ
の
た
め
、
参
加
者
は
少
年
と
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
人
に
限
ら
れ
る
。

筆
者
は
当
初
、
彼
ら
の
参
加
動
機
と
し
て
「
少
年
は
弱
い
存
在
で
あ

る
か
ら
支
援
し
た
い
／
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
価
値
観
を

も
っ
て
い
る
と
予
想
し
て
い
た
。
1
～
3
章
に
お
い
て
「
弱
い
／
強
い

少
年
像
」
と
い
う
分
類
で
人
々
の
少
年
へ
の
意
識
を
論
じ
た
が
、
こ
れ

に
則
る
と
、
自
ら
の
意
志
で
、
し
か
も
無
報
酬
で
更
生
保
護
に
携
わ
ろ

う
と
す
る
人
々
に
は
、
支
援
さ
れ
る
べ
き
「
弱
い
少
年
像
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
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調
査
の
結
果
、
犯
罪
・
非
行
少
年
観
を
「
弱
い
／
強
い
」
と
い
う
二
項

対
立
で
捉
え
る
こ
と
自
体
に
疑
念
が
生
じ
た
。Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
の
態
度
は
、

少
年
の
こ
と
を
弱
い
存
在
だ
か
ら
支
援
し
て
あ
げ
て
い
る
、
と
い
う
も

の
で
も
、
強
い
存
在
を
目
指
す
べ
き
、
あ
る
い
は
強
い
存
在
だ
か
ら
罰

せ
ら
れ
る
べ
き
、
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。「
更
生
」
を
全
面
的
に
押

し
出
す
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
何
の
施
し
も
、
変
化
要
請
も
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
「
弱
い
／
強
い
」
の
対
立
を
超
越
し
、

少
年
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
を
そ
の
ま
ま
自
己
に
向
け
、
内
省
的
態
度
を

と
っ
て
い
る
。

た
し
か
に
活
動
を
始
め
る
出
発
点
と
し
て
「
支
援
し
た
い
／
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
感
情
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
Ｂ

の
「
自
然
体
で
い
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
」、Ｃ
の
「
支
援
を
し
て
〝
あ

げ
て
い
る
〟
と
い
う
上
か
ら
目
線
は
良
く
な
い
」
な
ど
の
記
述
か
ら
は
、

対
話
、
交
流
に
よ
っ
て
「
支
援
す
る
／
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
一
方
的
な

関
係
で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
た
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
構
築
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
最
初
、
模
範
的
な
成
長
モ
デ
ル
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
気
負
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
少
年
と
の
交
流
や
調
査
官

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
そ
の
意
識
は
解
消
さ
れ
、
あ
り
の

ま
ま
の
態
度
で
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
何
か
具
体
的
な
支
援

を
す
る
わ
け
で
も
、
立
ち
直
る
こ
と
を
要
請
す
る
わ
け
で
も
な
い
、
た

だ
少
し
年
上
の
話
し
相
手
と
い
う
立
ち
位
置
で
あ
る
。

ま
た
Ａ
の「
も
っ
と
深
く
交
流
し
た
い
」、Ｂ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
お
互
い
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
」、
Ｃ
の
「
少
年
の
興
味
の
あ
る
こ
と
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
の
話

を
聞
き
応
援
し
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
記
述
か
ら
は
、対
話
を
重
ね
、

互
い
に
感
情
や
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
一
緒
に
考
え
な
が
ら
相
互
理
解

と
信
頼
関
係
を
形
成
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
し
て
Ｂ
と
Ｃ
は
少
年
の
「
暗
い
表
情
」
や
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
」

を
垣
間
見
た
と
述
べ
る
。
少
年
が
自
身
の
非
行
に
つ
い
て
後
悔
し
、
将

来
に
希
望
が
持
て
な
い
と
話
す
場
面
も
見
ら
れ
た
が
、
会
員
は
慣
れ
な

い
な
が
ら
に
、
逆
に
慣
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
真
摯
に
聞
き
、
誠

実
に
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
た
だ
掃
除
を
し
て
、
う
わ
べ
だ
け

の
会
話
を
し
て
終
わ
り
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容

だ
っ
た
と
し
て
も
素
直
な
発
言
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
安
心
し
て
対
話

の
で
き
る
空
間
づ
く
り
が
で
き
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
短
期
的
な
関
わ
り

で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
や
非
行
を
責
め
た
り
、
更
生

を
要
求
し
て
き
た
り
し
な
い
大
学
生
相
手
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
本
音
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

会
員
は
こ
う
し
た
関
わ
り
を
通
じ
て
、
相
手
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
れ
は
Ｂ
の
「
考
え
方
や
向
上
心
に
触
れ
、

刺
激
に
な
っ
た
」、
Ｃ
の
「
自
分
も
少
年
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
の
記
述
に
見
て
取
れ
る
。
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら

や
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の
会
話
は
、
あ
ら
か
じ
め
話
す
内
容
を
設
定

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、2
班
と
も
に
共
通
し
て
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対
す
る
不
寛
容
が
か
な
り
存
在
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

更
生
保
護
活
動
は
社
会
全
体
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
効
果
を
発
揮
す

る
。
社
会
の
側
が
ス
テ
ィ
グ
マ
を
強
調
し
少
年
を
排
除
し
よ
う
と
す
れ

ば
、「
犯
罪
・
非
行
少
年
」の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
彼
ら
が
再
犯
に
走
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
社
会
内
処
遇
に
対
す
る
無
関
心
あ
る
い
は
忌

避
感
が
高
い
な
か
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
市
民
と
支
援
者
の
橋
渡
し

を
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
2
章
、3
章
の
分
析
か
ら
は
、
市
民

と
支
援
者
の
少
年
に
対
す
る
意
識
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、4
章
で
扱
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
の
事
例
か
ら
は
、
両
者
を

つ
な
ぐ
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
で「
最
初
は
怖
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
少
年
の
興
味
の
あ
る
こ
と
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
応
援
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
答
え
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
少

年
に
対
す
る
「
忌
避
」「
包
摂
」
の
両
方
の
感
情
を
経
験
し
て
い
る
。

そ
し
て
、3
人
全
員
の
感
想
か
ら
は
、
彼
ら
が
逸
脱
者
の
ラ
ベ
リ
ン
グ

を
介
さ
ず
、
少
年
を
1
人
の
人
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
こ
こ
に
、
社
会
全
体
で
更
生
保
護
を
行
う
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
考
え
る
。

少
年
の
更
生
に
は
、
個
人
が
反
省
と
償
い
を
経
て
立
ち
直
り
へ
と
踏

み
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
社
会
全
体
で
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援

し
、
も
う
一
度
社
会
に
包
摂
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、社
会
の
側
の
変
容
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
我
々
の
す
べ
き
こ
と
は
、

見
ら
れ
た
。
将
来
に
つ
い
て
の
希
望
を
聞
く
と
、
同
じ
若
者
と
し
て
刺

激
を
も
ら
い
、
不
安
や
絶
望
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
と
き
は
、
戸
惑
い
な

が
ら
も
自
分
な
り
に
考
え
て
価
値
観
を
共
有
し
て
い
た
。
こ
こ
に
「
共

に
考
え
、
学
び
合
う
」
と
い
う
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
の
理
念
の
実
践
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

少
年
法
厳
罰
化
の
議
論
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
犯
罪
・
非
行
少
年
の

捉
え
方
は
立
場
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
少
年
法
改

正
自
体
の
是
非
に
答
え
を
出
す
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
し
、
単
に
罰
を

重
く
す
れ
ば
犯
罪
や
非
行
が
防
げ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点

は
主
張
し
て
お
き
た
い
。
重
要
な
の
は
罰
の
軽
重
で
は
な
く
、
社
会
全

体
が
少
年
と
ど
う
向
き
合
う
か
、
そ
し
て
少
年
が
ど
ん
な
出
会
い
を
経

験
す
る
か
で
あ
る
。

「
日
本
の
針
路
、
こ
の
考
え
は
ど
う
だ
！
」
と
い
う
主
題
に
引
き
つ

け
る
と
、
日
本
の
針
路
は
少
年
の
立
ち
直
り
を
応
援
で
き
る
社
会
で
あ

る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
今
の
世
論
は
少
年
の
過
ち
を
許
さ
な
い
傾
向

が
強
く
、
刑
罰
に
よ
っ
て
犯
罪
や
非
行
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
風
潮
が

あ
る
。
2
章
で
扱
っ
た
世
論
調
査
の
結
果
か
ら
も
、
市
民
は
再
犯
防
止

の
取
り
組
み
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
当
事
者
に



─ 30 ─

Crim
e: A

 Routine A
ctivity A

pproach (H
um

an Ecology V
ol. 8, N

o. 4), 
389

─406

9 
George L. K

elling, Catherine M
. Coles, Fixing broken w

indow
s: 

restoring order and reducing crim
e in our com

m
unities, 1996=2004

、

小
宮
信
夫
、『
割
れ
窓
理
論
に
よ
る
犯
罪
防
止
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
を
ど
う

確
保
す
る
か
』
文
化
書
房
博
文
社

10 

大
阪
商
業
大
学 

Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ 

研
究
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
８
、「JGSS-2018G

「
第

12
回 

生
活
と
意
識
に
つ
い
て
の
国
際
比
較
調
査
」」

11 

岡
邊
健
、
２
０
２
２
、『
犯
罪
・
非
行
か
ら
の
離
脱
（
デ
ジ
ス
タ
ン
ス
）』、
ち
と

せ
プ
レ
ス

12 

内
閣
府
、２
０
１
５
、基
本
的
法
制
度
に
関
す
る
世
論
調
査
（
平
成
26
年
11
月
調
査
）

13 

内
閣
府
、
２
０
１
５
、
少
年
非
行
に
関
す
る
世
論
調
査
（
平
成
27
年
7
月
調
査
）

14 

警
察
庁
、
２
０
２
３
、「
令
和
４
年
の
犯
罪
情
勢
」

15 

内
匠
舞
、
２
０
１
７
、「
少
年
法
の
適
用
年
齢
引
下
げ
を
め
ぐ
る
議
論
」、『
調
査

と
情
報 = Issue brief

』、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局

16 

法
務
省
、
２
０
２
３
、「
令
和
5
年
版
犯
罪
白
書
」

17 

内
閣
府
、
２
０
０
２
、「
平
成
13
年
版
青
少
年
白
書
」

18 

牧
野
智
和
、
２
０
０
６
、「
少
年
犯
罪
報
道
に
見
る
『
不
安
』
─
『
朝
日
新
聞
』

報
道
を
例
に
し
て
」 『
教
育
社
会
学
研
究
』
78
、129

─146

19 

赤
羽
由
起
夫
、
２
０
１
３
、「
な
ぜ
「
心
の
闇
」
は
語
ら
れ
た
の
か
─
少
年
犯
罪

報
道
に
見
る
「
心
」
の
理
解
の
ア
ノ
ミ
ー
─
」、『
社
会
学
評
論
』、
64
、
37
─
54

 

土
井
隆
義
、
２
０
１
２
、「
少
年
犯
罪
〈
減
少
〉
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」、
岩
波
書
店

 

鈴
木
智
之
、
２
０
１
３
、『「
心
の
闇
」
と
動
機
の
語
彙
─
犯
罪
報
道
の
１
９
９
０

年
代
─
』、
青
弓
社

20 
Slovic, P, 1987, Perception of risk. Science, 236, 280

─285

21 

向
井
智
哉
、
藤
野
京
子
、
２
０
２
１
、「
少
年
犯
罪
に
対
す
る
厳
罰
志
向
性
と
犯

罪
不
安
お
よ
び
被
害
リ
ス
ク
知
覚
の
関
連
―
先
行
要
因
と
し
て
の
子
ど
も
イ
メ
ー

ジ
に
着
目
し
て
―
」、『
実
験
社
会
心
理
学
研
究
』、
６
０
（
２
）、100

─112

22 
法
務
省
Ｈ
Ｐ
「
再
非
行
防
止
に
向
け
た
取
組
の
充
実
」　https://w

w
w

.m
oj.

go.jp/kyousei1/kyousei03_00021.htm
l

（
２
０
２
４
年
１
月
９
日
閲
覧
）

23 
Conrad, Peter &

 Schneider, Joseph. W
., D

eviance and M
edicalization: 

From
 Badness T

o Sickness, T
em

ple U
niversity Press, 1992=2003

、

進
藤
雄
三
、
杉
田
聡
、
近
藤
正
英
、『
逸
脱
と
医
療
化
─
悪
か
ら
病
い
へ
─
』
ミ

過
度
な
断
罪
で
は
な
く
、
包
摂
へ
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

注
⑴　

犯
罪
や
非
行
な
ど
の
逸
脱
行
動
の
原
因
は
先
天
的
な
異
常
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

後
天
的
に
学
習
さ
れ
る
と
考
え
る
学
習
理
論
は
性
善
説
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ

れ
と
対
立
す
る
。

⑵　
「
友
愛
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
き
、
子
ど
も
・
若
者
一
人
ひ
と
り
を
人
と

し
て
尊
重
し
、
同
じ
目
の
高
さ
で
共
に
考
え
、
学
び
合
う
こ
と
」
を
理
念
と
し
、

少
年
の
立
ち
直
り
・
自
立
支
援
や
非
行
防
止
活
動
（
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
）
を
行
う
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。「
Ｂ
Ｂ
Ｓ
」
は
「Big Brothers and Sisters

」
の
略
称
。

⑶　

家
事
調
停
委
員
が
活
動
の
中
心
と
な
り
、
非
行
少
年
の
更
生
を
援
助
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
。

引
用
・
参
考
文
献

1 

矢
島
正
見
、
２
０
２
０
、『
社
会
学
と
し
て
の
犯
罪
社
会
学  
―
犯
罪
・
非
行
・
逸
脱
・

病
理
研
究
の
裏
街
道
を
ゆ
く
』、
一
般
財
団
法
人
青
少
年
問
題
研
究
会

2 
M

erton, Robert K
ing., 1957=1961

、森
東
吾
、森
好
夫
、金
沢
実
、中
島
竜
太
郎
、

『
社
会
理
論
と
社
会
構
造
』、
み
す
ず
書
房
、121

─178

3 

米
川
茂
信
、
１
９
９
６
、｢

学
歴
ア
ノ
ミ
ー
と
中
・
高
生
非
行
」、『
犯
罪
社
会
学

研
究
』、
21
、118

─144

4 
C

ohen, A
. K

., 1955, D
elinquent boys; T

he culture of the gang. 
Glencoe, IL: Free Press. Conrad, Peter and Joseph W

. Schneider, 
1992=2003

、
杉
田
聡
、
近
藤
正
英
、『
逸
脱
と
医
療
化
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

5 
H

. S. Becker, 1973=2011

、
村
上
直
之
『
完
訳
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
ズ
：
ラ
ベ
リ

ン
グ
理
論
再
考
』
現
代
人
文
社
、
8

6 
H

irschi, T
ravis, 1969=1995

、『
非
行
の
原
因
：
家
庭
・
学
校
・
社
会
へ
の
つ

な
が
り
を
求
め
て
』
文
化
書
房
博
文
社

7 
Gottfredson, M

ichael R., H
irschi, T

ravis, 1990=2018

、
大
渕
憲
一
、『
犯

罪
の
一
般
理
論 

低
自
己
統
制
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』、
丸
善
出
版

8 
M

arcus F
elson, Law

rence E
. C

ohen, 1980, H
um

an E
cology and 



─ 31 ─

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

24 
向
井
義
、
２
０
０
３
、「
少
年
院
と
い
う
社
会
の
開
発
と
処
遇
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
─
宇
治
少
年
院
に
お
け
る
教
育
及
び
社
会
学
的
実
践
を
通
し
て
」、
高
島
昌
二

『
福
祉
と
政
治
の
社
会
学
的
分
析
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、186

─215

25 

斎
藤
富
由
起
、
２
０
２
２
、『
発
達
障
害
の
二
次
障
害
と
し
て
の
非
行
・
逸
脱
行

動
へ
の
学
校
現
場
の
対
応 

特
別
支
援
教
育
の
心
理
学
』 

萌
文
書
林

26 

井
上
芳
保
、
２
０
１
３
「
医
療
化
す
る
社
会
は
何
を
も
た
ら
す
の
か 

―
編
著

『
健
康
不
安
と
過
剰
医
療
の
時
代
』
の
出
版
の
後
で
」『
現
代
社
会
学
研
究
』
26
、

103

─112

27 

仲
野
由
佳
理
、
２
０
１
７
、「
少
年
院
か
ら
社
会
へ
の
移
行
に
お
け
る
更
生
保
護

施
設
の
役
割 

：
更
生
保
護
施
設
職
員
の
語
り
に
み
る｢

矯
正
教
育
に
お
け
る
変

容｣

の
そ
の
後
」、『
教
育
學
雑
誌
』 
５
３ （
０
）、
33
─
48
、
日
本
大
学
教
育
学
会

28 

日
本
更
生
保
護
学
会
、
２
０
２
１
、 『
更
生
保
護
学
事
典
』、
成
文
堂




